
 

 

［成果情報名］カメラを用いたオートソーティング装置による肥育豚省力出荷体系 

 

［要約］画像解析による豚体重測定システムとIoTによる豚の自動選別システムを組み込んだオートソ

ーティング装置の導入により、豚に対するストレスを軽減し、適正体重での出荷とともに、出荷作業

の大幅な省力化を実現する。また、クラウドを活用した肥育豚のデータ管理とインターネットを用い

た遠隔制御により、農場での装置の維持管理の大幅な効率化が図られる。 
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［背景・ねらい］ 

養豚経営においては、出荷体重が肥育豚の枝肉重量や格付成績に影響し、適正体重での出荷が粗収

益向上に重要となるが、労力の問題から体重測定をせずに出荷する農家がみられ、肉豚販売単価の低

下の一つの要因となっている。また、作業の省力化のために、オートソーティング装置が導入されて

いるが、現行装置は、ロードセル方式の体重計を用いた装置が多く、毎日の架台の清掃が必要で、ロ

ードセルの隙間等が詰まることによる故障も多い。また体重計通過が障害となり、肥育豚の増体量の

低下につながっている。 

そこで、カメラによる体重推定機能を有したオートソーティング装置を普及することにより、豚へ

のストレス軽減による出荷体重の高位平準化と、装置の維持管理の省力化を実現し、養豚経営の収益

の増加につなげる。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．画像解析による豚体重推定システムは、マルチスリット光とランダムドットを投光し、AIによ

る画像解析（図1）ドットパターンを利用した豚の切り出しの自動化（図2）により、測定時間５

秒／頭、体重推定誤差4％以内を実現する。 

２．新型オートソーティング装置は、豚の選別を自動化し、装置の通過時間を1頭30秒以内で行え

るとともに、複数の豚が侵入することを防止する構造となっている（図3）。 

３．小群管理の養豚経営（肥育豚常時2000頭規模）において、施設改修を行って、新システムを導

入し、一群当たりの飼養規模を300頭～350頭で管理する大群管理に移行した場合の経営改善効果

は、宮崎県の現状値に比較して、肥育豚1頭当たりの所得を346円（増加率19％）増加すること

ができる（表1）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：養豚生産者 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：全国・5年後の販売台数100台。 

３．その他：体重推定精度の改善、実証農場での校正技術の開発、メンテナンス体制の構築のために

現状では市販化に至っていない。また、販売予定価格は、150万円～200万円を予定している。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

［具体的データ］ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 豚の表面に投光されたマルチスリットとランダムドットにより抽出された３次元外貌データ 

図2 ドットパターンを利用した豚の切り出し 

c﴿ a﴿と b﴿間でシフトされたランダムドット
位置の差から豚の抽出 
（実証データ） 

a) 豚がいない時に照射されるレーザ位置（背景画像） 

b﴿ 豚侵入時の照射されるレーザ位置（計測画像） 
（画像上のランダムドットの位置が右方向にシフトする） 

出荷判定で、合格の豚は出荷エリアに、
不合格の豚は給餌エリアに、自動的に 
振り分けられる。 

（実証データ） 

図3 オートソーティング装置の概観とフロー 

3 方向進行ポール×2 

1 方向側に豚が寝ていても別方向へ抜け出る構造 



 

 

表 1 新システム導入による経営改善効果 

肥育豚常時 

2000 頭規模 

新システム 

導入前 

新システム 

導入後 

比較増減 

金額・時間 比率 

粗収益 38,973 円  41,647 円  2,674 円増  6.9％増  

 飼料費  14,187 円  15,200 円  1,013 円増  7.1％増  

 減価償却費 1,485 円  2,735 円  1,250 円増  84.2％増  

 雇用労働費 899 円  253 円  646 円減  71.9％減  

 総費用 37,156 円  39,484 円  2,328 円増  6.3％増  

 労働時間 69.8 分  60.2 分  9.6 分減  13.8％減  

 農業所得 1,817 円  2,163 円  346 円増  19.0％増  

 ※出荷豚 1 頭当たりの比較 

 

（宮崎県畜産試験場 川南支場 養豚科） 
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